
サシバを探して
　 岬へ冒険だ

田原市民活動支援センターのページ
お知らせ

連載コーナー

たはらシティニュース

輝きネット・あいちの技人
「伝えたい伝統の技と味」
赤羽根道の駅（仮称）愛称募集
キャラクターマーク愛称募集

童浦校区
学校教育「食育の取り組み」

広
報たはら



●〝
技
人
〞と
は
農
業
や
暮
ら
し
の
達
人

　
〝
技
人
〞と
は
、優
れ
た
農
業
や
暮
ら
し
の
技

術
を
培
つ
ち
か
い
、そ
れ
ら
を
伝
承
で
き
る
方
が
農
村

輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
会
長
か
ら
認
定
さ
れ
る

も
の
で
、現
在
田
原
市
で
は
、10
名
の〝
技
人
〞が

郷
土
料
理
の
講
座
や
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。今
回
ご
紹
介
す
る「
農
休
み
ま
ん
じ
ゅ

う
」の
レ
シ
ピ
は
、こ
の
技
人
の
皆
さ
ん
か
ら
教

わ
っ
た
も
の
で
す
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
作
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲師匠と慕う河合みさをさん（和地町・左から２人目）
からレシピを教わる、技人の皆さん。「郷土の料理を忘
れないように伝えていきたい」と話します。
左から、渡会美智子さん（中山町）、中川美代子さん（小
中山町）、廣中八重子さん（馬伏町）。

＊技人についてのお問い合わせは
　東三河農林水産事務所  田原農業改良普及課まで
　5２２局０３８１

サルトリイバラ

●
材
料（
黒
皮
の
も
の
５
個
分
）

　
・
小
麦
粉
…
１
５
０
ｇ　
・
水
…
60　
　
・
重
曹
…
３
ｇ

　
・
黒
砂
糖
…
60
ｇ　
・
あ
ん
こ
…
１
０
０
ｇ

　
・
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
の
葉
…
５
枚

　
（
な
け
れ
ば
ハ
ラ
ン
の
葉
で
も
よ
い
）

　

※
白
皮
の
も
の
は
、水
60　

の
と
こ
ろ
を
、水
20　

と

　

酢
40　

に
し
て
、黒
砂
糖
を
白
砂
糖
に
。

●
作
り
方

①
あ
ん
こ
を
適
当
な
大
き
さ
に
丸
め
る
。

②
黒
砂
糖
を
少
量
の
水
で
溶
き
、重
曹
を
加
え
る
。

③
小
麦
粉
に
②
で
溶
い
た
黒
砂
糖
を
入
れ
、水
を
加
え
な

が
ら
、耳
た
ぶ
の
か
た
さ
程
度
に
練
る
。

④
丸
め
た
あ
ん
こ
を
③
で
で
き
た
皮
で
包
み
、サ
ル
ト
リ

イ
バ
ラ
の
葉
に
の
せ
て
、蒸
し
器
で
10
〜
15
分
程
度
蒸
す
。

※
白
皮
の
も
の
は
、①
と
④
は
黒
皮
の
も
の
と
同
様
に
。

②
で
小
麦
粉
に
白
砂
糖
を
ま
ぜ
る
。③
で
重
曹
・
酢
・
水
を

②
に
入
れ
、耳
た
ぶ
の
か
た
さ
程
度
に
練
る
。

＊
ポ
イ
ン
ト
は
、水
を
少
し
ず
つ
加
え
る
こ
と
。

田
植
え
後
の
疲
れ
を
取
る
た
め
の
農
休
み
に

食
べ
ら
れ
た
り
、子
ど
も
の
お
や
つ
と
し
て
作

ら
れ
た
り
し
た
郷
土
料
理
の
一
つ
で
す
。　

農
休
み
ま
ん
じ
ゅ
う

伝
え
た
い〝
伝
統
の
技
と
味
〞

伝
え
た
い〝
伝
統
の
技
と
味
〞

▲

黒皮の農休みまんじゅう

▲

和気あいあいの勉強会

　

い
よ
い
よ
食
欲
の
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。今
回
の
市
民
の
広
場
で
は
、市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の「
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
て
！
」の
声
に
お
応
え
し
て
、『
農

休
み
ま
ん
じ
ゅ
う
』の
作
り
方
と
郷
土
料
理
を
伝
承
す
る〝
輝
き
ネ
ッ
ト
・
あ
い
ち
の

技わ
ざ
び
と人

〞を
ご
紹
介
し
ま
す
。

cc

cc

cc

cc
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●
あ
な
た
も
名
付
け
親
に
！

　
「
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
」「
伊
良
湖
ク
リ

ス
タ
ル
ポ
ル
ト
」に
続
く
市
内
３
番
目
の

〝「
道
の
駅
」赤
羽
根（
仮
称
）の
愛
称
〞と〝
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー

ク
の
愛
称
〞を
募

集
し
ま
す
。親
し

み
や
す
く
、覚
え
や

す
い
愛
称
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。皆

さ
ん
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

﹇
応
募
要
領
﹈

■
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
・
１
人
何
点
で
も

■
応
募
方
法

応
募
用
紙
ま
た
は
、は
が
き
に｢

郵
便
番

号｣｢

住
所｣｢

氏
名｣

「
年
齢
」「
性
別
」「
職

業｣｢

電
話
番
号｣

と｢

愛
称（
ど
ち
ら
の

愛
称
か
明
記
）｣「
愛
称
を
付
け
た
理
由
」

を
記
入
の
う
え
、郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
・
直
接
持
参
に
て
／
応
募
用

紙
１
枚
・
は
が
き
１
通
に
つ
き
１
点

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー
ク
決
定

　

平
成
21
年
３
月
下
旬
に
赤
羽
根
漁
港
ロ

コ
パ
ー
ク
前
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
、「
道
の

駅
」赤
羽
根（
仮
称
）の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ

ー
ク
募
集
に
１
２
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

選
考
の
結
果
、田
中
博ひ

ろ
し士

さ
ん（
豊
橋
市

石
巻
町
）の
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
道
の
駅
」赤
羽
根
（
仮
称
）
の
愛
称

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
マ
ー
ク
の
愛
称■

応
募
先

い
ず
れ
も
田
原
市
役
所
商
工
観
光
課
あ
て

﹇
郵
送
﹈〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

﹇
フ
ァ
ッ
ク
ス
﹈22
局
３
８
１
７

﹇
Ｅ
メ
ー
ル
﹈syoko@

city.tahara.aichi.jp

﹇
直
接
持
参
﹈商
工
観
光
課
、赤
羽
根
支

所
、渥
美
支
所
、田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
、

伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト

■
締
め
切
り

　

11
月
14
日（
金
）　
※
当
日
消
印
有
効

■
採
用
・
賞

　

採
用
作
品
各
１
点
・
賞
品
あ
り

　

※
同
名
応
募
複
数
の
場
合
は
抽
選
と
い
た
し
ま
す
。

■
注
意
事
項

未
発
表
で
共
同
作
品
で
な
い
も
の
に
限

る
／
採
用
作
品
の
一
切
の
権
利
は
田
原

市
に
帰
属

▼
商
工
観
光
課
5
23
局
３
５
１
６

＊
素
潜
り
名
人
河
合
一
郎
さ
ん（
越
戸
町
）

　　

素
潜
り
の
名
人
、河
合
一
郎
さ
ん
。

越
戸
の
海
で
、カ
キ
、ワ
カ
メ
、ア
ワ
ビ
、タ

コ
な
ど
を
捕
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
タ
コ
、エ
イ
を
ゲ
ッ
ト
! !

「
エ
イ
の
肝
は
、豚
や
牛
の
レ
バ
ー
と
違
い
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
な
く
健
康
に
い
い
よ
。

身
は
刺
身
で
も
煮
て
食
べ
て
も
い
い
。ヒ
レ

は
干
物
に
し
て
、酒
の
肴
に
。」と
河
合
さ
ん

が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
鮮
な
海
の

幸
を
目
の
前
に
し

て
、改
め
て
豊
か

な
自
然
に
感
謝
し

ま
す
。

柳原由美

※
採
用
さ
れ
た
方
の
氏
名
お
よ
び
市
町
村
名
ま
で

は
公
表
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●制作の意図
服は赤羽根の「Ａ」を、服の
ブルーは海を、白は砂浜を、
黄は菜の花を、緑は農作物
を、メロン形の頭は赤海亀
の甲羅を表しています。
サーフィンが好きな元気
いっぱいのイメージです。

応
募
用
紙
は
、商
工
観
光

課
、赤
羽
根
支
所
、渥
美
支

所
、田
原
め
っ
く
ん
は
う

す
、伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ

ル
ト
に
あ
り
ま
す
。

募
集

みんな、ボクに
名前を付けてね！
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校区の特色

　童
どう

浦
ほ

校区は田原市の北東部に位
置し、周囲を臨海工業地帯や三河
湾、汐川干潟などに囲まれており、
市内では比較的独立した地理条件
にある。また、三河港大橋により豊
橋方面と結ばれ、田原市全体の玄
関口ともなっている。
　自然環境の恵みにより、半農半
漁が中心の地域であったが、臨海
工業地帯への企業進出により、住
宅開発や区画整理などが進み、環
境が大きく変わっている。専業農
家が減り、勤労者世帯が増え、校区
内の11地区のうち６地区が近年新
たに加わり、人口比率でも半数を
超えるなど、市内で最も変

へん

貌
ぼう

を遂
げた地域といえる。また、人口･世
帯数･児童数とも、田原市最大の校
区である。

ふれあい活動行事

　「市民館まつり」をはじめとし
て、「防災･防犯フェア」「納涼夏ま
つり（盆おどり）」「だでのん笠山
まつり（童浦小学校）」「童浦校区
スポーツ大会（ミニバレー、タスポ
ニー、ドッヂビー、ゲートボール）」
「童浦小学校茶園事業（健全育成
会・PTA）」などを行っている。

長い歴史を持つ茶園事業

　童浦小学校の茶園事業は、長い
歴史と地域伝統産業に培

つちか

われた特
色ある事業で、戦時中の昭和18年、
蔵王山麓

ろく

北側の開
かい

墾
こん

を起源とす
る。
　平成17年度には、お茶の木の老
木化に伴い、茶園再生事業委員会
を立ち上げ、校区住民から再生事
業基金の募金活動を行い、平成18
年３月に、卒業生と保護者、健全育
成会、ＰＴＡ役員など多くの人た
ちの手により３０００本の苗木を

植樹した。その後の育成管理作業
は、学校の体験学習や、校区関係団
体・組織の協力により続けられ、今
年の４月には、新茶の初摘みを「若
葉集会」として行うことができた。
　この茶園事業の活動を通じ、児
童と保護者が一緒に自然と農業に
親しむ機会をつくるとともに、学
校と地域とのふれあいの場となる
よう努めている。

校区の新しい顔

　縄文時代の貝塚で国指定史跡
でもある吉

よし

胡
ご

貝塚に、平成 19 年、
史跡公園が開設された。発掘資料
が展示されている資料館では、模
型、写真などで縄文人の暮らしを
分かりやすく学ぶことができるほ
か、２階には体験学習室もある。

　また、外の公園では広々とした
丘をゆったり散策でき、来訪者の
憩いの場となっている。

（文：童浦校区）

●
校
区
自
己
紹
介
③

【人口】 6,917人（H20.9.30現在）

【世帯】 2,850世帯（H20.9.30現在）

【面積】 約2,267ha

【公共施設】 北部保育園・山北保育園・童浦小学校

　・緑が浜公園・白谷海浜公園・シェルマよしご

　・エコパーク・蔵王山展望台・姫島漁港

【史跡】 吉胡貝塚

【主な産業】 工業（臨海工業地帯）・農業・漁業

基 礎 デ ー タ

●笠
かさ

山
やま

●シェルマよしご

●童浦小学校の茶園

●姫
ひめ

島
しま
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３

食育の取り組み

食育

楽しい食事
団らん

栄養・健康
食事バランス

農業体験
調理体験

もったいない
感謝の気持ち

地域の食材
伝統的食文化

　田原市の学校では、地域の方との交流を深めな

がら食育への取り組みを行っています。今回は、赤

羽根小学校、野田小学校、堀切小学校の取り組みを

ご紹介します。

食育は、楽しくおいしい給食の時間から
【赤羽根小学校】

　ランチルームでの「なかよし給食」では、保護
者や地域の方を招待し、和やかな雰囲気の中で
会話をはずませながら、楽しい給食の時間を過
ごしています。栄養教諭が毎日発行する「らん・
らん・らんち」を参考に、食品の栄養や由来、マナ
ーや偏食などについて学んでいます。

●指導課２３局３６７９

地産地消で、心も体も元気いっぱい！
【赤羽根小学校】

　地域の方と中学生や小学生が一緒になって、
地元で採れた梅で梅干しを作りました。楽しみ
ながら作ることで、地域への愛着が増してきま
した。郷土料理や栽培活動の指導を通して、地域
の方と直接話をすることで、感謝の心も育

はぐく

まれ
てきました。

心おどる　心つなげる　心ひろげる
【野田小学校】

　保護者や地域の方と一緒に行うもちつきには
格別の楽しさがあり、「野田小フェスティバル」
を盛り上げています。フェスティバル当日は、４
月から栽培してきた作物について、各学年で調
べたことや栽培の様子、調理方法などをクイズ
や劇にして発表します。食の大切さを学ぶ良い
機会となっています。

そばの栽培活動を中心に食育を広げる
【堀切小学校】

　「食育フォーラム」で、４年生は自分たちで育
てたそばの実を使い、みそ味とあんこ味のそば
団子を作って地域の方に食べてもらいました。

「おいしいよ。」の声に、「栽培や収穫は大変だっ
たけど、やってよかった。」と思いました。また、
そば打ち体験も行い、自分たちで育てたそばの
おいしさに感動しました。

▲

ランチルームで招待給食

▲

地域の方との梅干し作り

▲

自分たちで育てたそばの収穫

▲

親子でもちつき
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9

10

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

大
草
か
ら
久
美
原
ま
で
の
太
平
洋
岸
で
、表
浜

自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。地
域
の
方
を
中
心
に
、約
３
０
０
０
名
が

清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。大
草
海
岸
で
は
、地
元

の
農
産
物
を
味
わ
う
鍋
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
た
ほ

か
、ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
ス
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
表
浜
を

い
つ
ま
で
も

９
月
28
日﹇
日
﹈

▲砂浜の上で繰り広げられた熱き戦い。フラッグを目指してまっしぐら！

　

た
め
池
の
役
割
や
必
要
性
を
地
域
の
子
ど
も
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
、た
め
池
保
全
推

進
事
業「
た
め
池
の
底
力 

み
ん
な
で
再
発
見
！
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。神
戸
大
池
の
池
干
し
作
業

を
見
学
し
た
神
戸
小
学
校
の
４
年
生
は
、楽
し
み

な
が
ら
た
め
池
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

考
え
よ
う
！

〝
た
め
池
〞の
大
切
さ

９
月
30
日﹇
火
﹈

▲農業だけじゃなく、生き物たちにとっても“ため池”って必要なんだね。

　

10
月
中
旬
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
開
催
さ
れ
る
サ
ー

フ
ィ
ン
世
界
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
地
元
出
身

の
サ
ー
フ
ァ
ー
・
増
山
裕ゆ

う
す
け亮

さ
ん（
田
原
町
）が
、市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。増
山
さ
ん
は
、ほ
か
に
選
ば

れ
た
３
名
の
日
本
代
表
選
手
と
と
も
に
、世
界
各

国
か
ら
集
う
強
豪
た
ち
に
挑
み
ま
す
。

期
待
を
背
負
い

世
界
の〝
波
〞に
挑
む

10
月
１
日﹇
水
﹈

▲「上位を目指す」と意気込む増山さんを市長（左）が激励。
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☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
・
内
容
＝
①
10

月
23
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
／
遺
言
に
つ

い
て　

②
10
月
28
日
（
火
）
午
後
２
時
〜

／
相
続
に
つ
い
て　

③
10
月
30
日
（
木
）

午
後
２
時
〜
／
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

▼
場
所
＝
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
６
階

会
議
室
（
豊
橋
市
大
国
町
・
豊
橋
合
同
庁

舎
内
）　

▼
定
員
＝
各
40
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
直
接

ま
た
は
電
話
に
て　

▼
名
古
屋
法
務
局
豊
橋
支
局
総
務
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
９
２
７
８　

　

愛
知
県
で
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
価

値
観
の
多
様
化
が
進
む
な
か
、
男
女
と
も

に
充
実
し
た
職
業
生
活
を
営
み
な
が
ら
豊

か
な
家
庭
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を
テ
ー
マ
に
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
17
日
（
月
）
午
後
２
時
〜

４
時　

▼
場
所
＝
東
三
河
総
合
庁
舎
２
階

大
会
議
室　

▼
内
容
＝
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
、
事
例
発
表　

▼
定
員
＝
80
名

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
30
日

（
木
）ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
）

▼
東
三
河
県
民
事
務
所
産
業
労
働
課

☎ （
０
５
３
２
）54
局
２
５
８
２

　
（
０
５
３
２
）54
局
７
２
３
９ 

　

ふ
る
さ
と
「
渥
美
」
の
歴
史
や
文
学
を
再

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
郷
土
に
ゆ
か
り
の

あ
る
文
学
に
つ
い
て
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
22
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会

館
大
会
議
室　

▼
内
容
＝
伊
良
湖
誌
作
成

の
秘
話　

▼
講
師
＝
小
久
保
孝
弘
氏
（
伊

良
湖
自
治
会
長
）　

▼
定
員
＝
40
名
（
先
着

順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
持
ち
物
＝
筆

記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
21
日
（
火
）

か
ら
11
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
直
接
渥
美
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て

▼
渥
美
図
書
館

☎
33
局
１
１
１
４　

34
局
１
０
１
０

　

田
原
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
新
た

に
「
学
ぶ
」
き
っ
か
け
づ
く
り
の
お
手
伝

い
と
し
て
、
名
古
屋
大
学
の
協
力
に
よ
り

田
原
市
市
民
大
学
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所

＝
田
原
文
化
会
館
２
０
１
会
議
室　

▼
定

員
＝
50
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無

料　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
20
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
講
座
名
を
明
記
）

▼
そ
の
他
＝
複
数
受
講
可

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
1

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

　

犯
罪
情
勢
や
防
犯
対
策
に
つ
い
て
の
講

習
を
開
催
し
ま
す
。
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
躍
中
の
方
、
防
犯
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
13
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
〜
５
時　

▼
場
所
＝
田
原
市
役
所
南
庁

舎
６
階
講
堂　

▼
内
容
＝
犯
罪
の
手
口
・

発
生
状
況
、
防
犯
ア
ド
バ
イ
ス
、
現
在
活

動
中
の
防
犯
活
動
団
体
紹
介　

▼
講
師
＝

愛
知
県
警
、
愛
・
地
球
博
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
職
員　

▼
受
講
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
11
月
12
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
に
て

▼
総
務
課

■田原市市民大学（第１期）
日時 内容

❶
11月22日（土）
午後１時30分～

宇宙の現在・過去・未来
講師

▲

杉山 直氏（名古屋
大学理学研究科教授）

❷
11月29日（土）
午後１時30分～

文明の発生～考古学の
最前線
講師

▲

周藤 芳幸氏（名古
屋大学文学研究科教授）

❸
12月７日（日）
午後１時30分～

宇宙創生のギリシア神話
講師

▲

吉武 純夫氏（名古
屋大学文学研究科准教授）

❹
12月13日（土）
午後１時30分～

伊勢湾・三河湾の海と
そこにすむ生き物
講師

▲

西川 輝昭氏（名古
屋大学博物館館長）

渥
美
図
書
館
講
座

「
渥
美
の
歴
史・
文
学
探
訪
」受
講
者

田
原
市
市
民
大
学（
第
１
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
者

法
務
局
市
民
講
座　

受
講
者

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
講
座　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
者

ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進

セ
ミ
ナ
ー　
　
　
　
　

参
加
者
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自
転
車
を
放
置
し
て
お
く
と
、
街
の
景

観
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
事
故
や

防
災
の
側
面
で
も
問
題
に
な
り
ま
す
。
自

転
車
置
場
を
利
用
し
て
放
置
自
転
車
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
置
場
に

長
期
間
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
も
多
数

あ
り
ま
す
。
不
要
に
な
っ
た
自
転
車
は
所

有
者
が
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
、
自
転
車

置
場
を
有
効
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
中
に
は
、
市
内
の

駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
の
撤
去
を
実
施
し

ま
す
。
な
お
、撤
去
を
す
る
自
転
車
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
警
告
札
を
貼
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

▼
総
務
課

☎ 

23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
弁
護
士
会
東
三
河
支
部
で
は

「
法
の
日
記
念
行
事
」
と
し
て
『
無
料
法

律
相
談
』
と
『
記
念
講
演
会
』
を
開
催
し

ま
す
。

◆
無
料
法
律
相
談

▼
日
時
＝
11
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時　

▼
場
所
＝
豊
橋
商
工
会
議
所

◆
記
念
講
演
会

▼
日
時
＝
11
月
１
日
（
土
）
午
後
３
時
〜

▼
場
所
＝
豊
橋
商
工
会
議
所　

▼
テ
ー
マ

＝
「
さ
ら
ば
、
お
ま
か
せ
政
治
〜
地
方
か

ら
始
ま
る
平
成
の
民
権
運
動
」　

▼
講
師
＝
北
川
正
恭
氏
（
早
稲
田
大
学
大

学
院
公
共
経
営
研
究
科
教
授
）　

▼
定
員

＝
２
０
０
名　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
愛
知
県
弁
護
士
会
東
三
河
支
部

☎（
０
５
３
２
）52
局
５
９
４
６

　

豊
橋
聾ろ

う

学
校
で
は
、
聞
こ
え
と
こ
と
ば

に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
教
育
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
お

子
さ
ん
の
指
導
は
、
早
期
に
始
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
電
話

で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
聴
覚
障
害
乳
幼
児（
０
〜
６
歳
）

▼
相
談
時
間
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前

９
時
〜
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
豊
橋
聾
学

校（
豊
橋
市
草
間
町
字
平
東
１
０
０
番
地
）

▼
内
容
＝
聴
力
に
つ
い
て
の
検
査
や
こ
と

ば
の
育
て
方
の
指
導
、
補
聴
器
使
用
の
指

導
、
養
育
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

▼
そ
の
他
＝
小
・
中
学
生
の
聴
力
の
相
談

に
も
応
じ
ま
す
。

▼
豊
橋
聾
学
校

☎ （
０
５
３
２
）45
局
２
０
４
９

　
（
０
５
３
２
）47
局
７
５
４
５ 

　

市
内
の
区
域
区
分
の
変
更
案
に
つ
い
て

縦
覧
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
都
市
計
画
の

案
に
つ
い
て
住
民
お
よ
び
利
害
関
係
人
は

愛
知
県
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
区
域
＝
田
原
市
の
区
域
の
一
部
（
赤
羽

根
町
新
笹
お
よ
び
天
神
の
一
部
）　

▼
縦

覧
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中　

▼
縦
覧

場
所
＝
街
づ
く
り
推
進
課
お
よ
び
愛
知
県

建
設
部
都
市
計
画
課　

▼
縦
覧
期
間
＝
11

月
11
日
（
火
）
〜
25
日
（
火
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

23
局
０
１
８
０　
　

　田原市は、本年８月20日に市制施行５周年を迎えました。この５年間を振
り返り、今後のさらなる発展を目指すため、次のとおり記念式典を行います。
　式典では、市政に対して特に功労のあった方々を顕彰するほか、市民・事業
者・行政が一体となり、地球温暖化防止対策を推進するため、「地球温暖化防
止宣言」を行います。

日時 ▼11月３日（月・祝）　午前９時～10時
場所 ▼田原文化会館文化ホール

担当課 ▼広報秘書課☎22局０１３８　 23局１６９１

田原市制施行５周年記念式典田原市制施行５周年記念式典１１/３
（月・祝）

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

11
月
１
日（
土
）〜
30
日（
日
）

豊
橋
渥
美
都
市
計
画
区
域
区
分

の
変
更
案

聞
こ
え
と
こ
と
ば
に
心
配
の
あ
る

乳
幼
児
の
教
育
相
談

法
の
日
記
念
行
事

無
料
法
律
相
談
・
記
念
講
演
会

困
り
ま
す
！

自
転
車
置
き
ざ
り
知
ら
ん
ぷ
り

標
語
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◉
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
④

田
原
市
で
は
、
２
０
１
０
年
の
運
輸

部
門
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は

１
９
９
０
年
度
と
比
べ
て
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
の
自
動
車
の
保
有
台
数
は
一
世

帯
あ
た
り
約
３
台
で
す
。
車
の
保
有
台
数

が
多
い
田
原
市
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と

り
が
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り

組
め
ば
、
よ
り
多
く
の
二
酸

化
炭
素
の
排
出
削
減
が
期
待

で
き
ま
す
。

   

❖
そ
の
他

 

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室

☎
23
局
７
４
０
１　

22
局
３
８
１
７

⑦
道
路
交
通
情
報
の
活
用

⑧
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
チ
ェ
ッ
ク

⑨
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行

⑩
駐
車
場
所
に
も
注
意

歩
行
者
や
他
の
車
の
交
通
の
妨
げ
に
な
ら

な
い
場
所
に
停
め
ま
し
ょ
う
。

・
低
燃
費
車
両
な
ど
の
導
入
を
検
討
し
ま
し

ょ
う
。

・
共
同
配
送
な
ど
（
産
業
部
門
）
を
実
施
し
、

積
載
率
向
上
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
e
ス
タ
ー
ト

②
加
減
速
の
少
な
い
運
転

③
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に

⑤
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

⑥
暖
機
運
転
は
控
え
め
に

緩
や
か
な
発
進
（
最
初
の
５
秒
で
時
速
20

キ
ロ
）
を
す
る
と
、
約
10
％
燃
費
が
良
く

な
り
ま
す
。

10
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
も
１
３
０
cc

の
燃
料
を
浪
費
し
ま
す
。

道
に
迷
っ
て
10
分
余
計
に
走
行
す
る
と
約

14
％
燃
費
が
悪
化
し
ま
す
。

＊
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想

330

ゴミゴミンと
リサイクル
レンジャー

白
色
の
ト
レ
イ
で
も「
白
色
ト
レ
イ
」で
出
せ
な
い
も
の
が

あ
っ
て
、分
別
が
難
し
い
で
す
よ
ね
。

今
回
は「
白
色
ト
レ
イ
」の
見
分
け
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

白
色
ト
レ
イ
の
見
分
け
方

▼
清
掃
管
理
課

　

23
局
３
５
３
８

　

22
局
３
８
１
７

６

白
色
の
ト
レ
イ
で
も
、発
泡
ト
レ
イ
で

な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
は
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類
に
な
り
ま
す
。

◎
白
色
ト
レ
イ
っ
て
？

白
色
ト
レ
イ
は
、白
色
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
製
食
品
用
ト
レ
イ
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。肉
、魚
、惣
菜
な
ど
を

入
れ
た
も
の（
皿
）が
対
象
で
す
。

汚
れ
を
落
と
し
て
か
ら
出
し
ま
し

ょ
う
。

スタート
トレイの表も
裏も白い

白色トレイ

はい

いいえいいえ
いいえ

はい

はい

プラスチック容器類で
出してください

表面がコーティン
グされていない
　・ようじで刺すと
　　簡単に刺さる
　・簡単に割れる

ふたがのり付け
されていない

！

こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
が
目

印
で
す
。汚
れ
の
落
ち
な
い
も

の
は
、も
や
せ
る
ご
み
で
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ハイブリッド車や
電気自動車などの
低公害車の購入に
は、市の補助制度
があります。

今
月
の
エ
コ
ラ
イ
フ
標
語

「
も
っ
た
い
な
い
」

  

そ
の
一
言
が　

エ
コ
ラ
イ
フ

❖
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ　

10
の
す
す
め　

い
ー
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11
月
９
日（
日
）　

田
原
市
自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練

41

防
災
ま
め
知
識

テ
ー
マ
は
「
日
常
生
活
の
中
で
の
災
害
対
応
」

　

災
害
は
、私
た
ち
が
普
通
に
生
活
し

て
い
る
と
き
に
突
然
発
生
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
の
よ
う
な
と
き
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
行
わ
れ
る
訓
練
で
す
。

当
日
は「
避
難
訓
練
」か
ら
ス
タ
ー
ト

　

市
内
放
送
用
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
サ

イ
レ
ン
・
放
送
が
流
れ
た
ら
、非
常
持
出

袋
を
持
っ
て
、各
地
区
で
定
め
ら
れ
た

集
合
場
所
に
徒
歩
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。集
合
場
所
で
隣
近
所
の
方
た
ち
と

安
否
を
確
認
し
合
っ
た
ら
、そ
れ
ぞ
れ

の
訓
練
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

被
災
者
ゼ
ロ
を
目
標
に

　

突
発
的
な
自
然
災
害
（
地
震
）
が
発

生
し
た
と
き
、
自
主
防
災
会
が
す
ぐ
に

人
命
救
助
・
救

出
活
動
を
行
え

た
り
、
地
区
・

校
区
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
行
動
で
き
た

り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
者
ゼ
ロ
を
目

指
し
ま
す
。
訓
練
を
通
し
て
、
自
分
の
役

割
や
、
自
分
は
ど
う
行
動
す
れ
ば
い
い
の

か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

◉10月26日（日）に、
　はなのき広場で会いましょう！
　今年も「第６回田原市民まつり」の会場で、田
原市の皆さんに秋の味覚をお届けします。恒例
のりんごをはじ
め、ジャムやジュ
ースなども販売し
ますので、ぜひお
越しください。ま
た、ステージでの
「信州梅が里宮田
太鼓」による太鼓
演奏もお楽しみく
ださい。

友好都市 長野県・宮田村との交流

田原市自主防災会

一斉防災訓練
11月９日日  午前７時～９時
※地区によって異なる場合があります。

当日朝７時、市内放送用スピーカ
ーからサイレンを流し、訓練開始
と避難についての放送をします。

平成11年に友好提携を結んだ長野県・宮田村からメッセージが届きましたのでご紹介します。

◉宮田村名物を、ぜひ一度お試しください！
　「ソースかつ丼のタレ」や「山ぶどうを使った
ワイン」、「りんごドレッシング」などの“宮田村
名物”が、田原市内で手に入るようになりまし
た。現在、田原めっくんはうすで販売していま
す。田原市の皆さん、ぜひ一度“宮田村の味”を試
してみてください。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原
市の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼企画課☎２３局３５０７

　

こ
ん
に
ち
は
、〝
の
り
り
ん
〞で
す
。

　

11
月
９
日（
日
）、自
主
防
災
会
の
防
災
訓
練
が
、市
内
の
各
集
会
所
な
ど
で
一
斉
に

実
施
さ
れ
ま
す
。各
自
治
会
で
組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災
会
を
中
心
に
、地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
訓
練
が
、地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
ま
す
。皆
さ
ん
も
自
分
の
地
区
の
防
災
訓
練
に
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲宮田のりんごはおいしいよ～！

この辺りでは手に入らないものばかり！ ▼
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平
成
20
年
６
月
30
日
付
け
で
、
西
神
戸

町
の
新
美
古
墳
が
市
の
指
定
史
跡
と
な
り

ま
し
た
。
指
定
に
先
立
つ
発
掘
調
査
で
、

周
囲
に
溝
が
掘
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
推
定
直

径
約
20
ｍ
の
円え

ん
ぷ
ん墳

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
藤ふ

じ
わ
ら原

１
号
墳
（
中
山
町
）、
栄え

い
が
ん巌

１
号

墳
・
城じ

ょ
う
ほ
う
じ

宝
寺
古
墳
・
神し

ん
め
い
し
ゃ

明
社
古
墳
（
田
原

町
）、
籠か

ご
い
け池

古
墳
（
大
久
保
町
）
と
並
ぶ
大

き
さ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
や
、
見
つ
か
っ
た

遺
物
の
年
代
か
ら
、
６
世
紀
後
半
に
作
ら

れ
、
７
世
紀
前
半
ま
で
使
わ
れ
た
古
墳
で

あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

渥
美
半
島
の
古
墳
の
特
徴
に
は
、
遺
体

を
葬
る
た
め
の
横
穴
石せ

き
し
つ室

（
石
の
部
屋
）

が
あ
り
、
古
墳
時
代
の
中
心
地
で
あ
っ
た

近
畿
地
方
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
横
か
ら
入
れ
る
石
室
が
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
古
墳
時
代
の
終
わ
り

ご
ろ
で
、
１
４
０
０
年
前
の
こ
と
で
す
。

渥
美
半
島
を
代
表
す
る
新
美
古
墳
に
も
、

や
は
り
近
畿
地
方
の
影
響
が
見
ら
れ
ま
す
。

新
美
古
墳
の
石
室
は
全
長
８
ｍ
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
新
美
古
墳
の
周
辺
に
は
、
石

室
を
作
る
の
に
適
し
た
大
き
さ
の
石
が
あ

り
ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
、
１・５
km
離
れ

た
山
の
す
そ
の
辺
り
ま
で
行
か
な
い
と
確
保

で
き
ま
せ
ん
。
新
美
古
墳
に
使
わ
れ
た
一
番

大
き
な
石
の
重
さ
は
、
３
ト
ン
は
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
の
で
、
運
ぶ

の
は
大
変
だ
っ
た
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
の

苦
労
し
て
運
ん
だ
石
で
、

当
時
の
最
も
流
行
し
て

い
た
近
畿
地
方
風
の
石

室
を
作
っ
た
の
で
す
。

特
に
面
白
い
と
思
っ

た
こ
と
は
、
石
室
の
材

料
に
石
灰
岩
を
た
く
さ

ん
使
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
石
灰
岩
は
白
谷
を
中
心
に
藤
七
原
で

も
産
出
し
て
い
ま
す
が
、
石
材
を
見
る
と

表
面
が
す
べ
す
べ
し
て
い
る
の
で
、
割
っ

た
石
で
は
な
く
、
山
や
海
岸
か
ら
拾
っ
て

き
た
石
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
そ
の

運
搬
は
陸
路
で
は
な
く
、
船
を
使
っ
て
白

谷
海
岸
か
ら
汐
川
経
由
で
運
ば
れ
て
き
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
渥
美
半
島
で
最
も
手
に

入
れ
や
す
い
石
は
チ
ャ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
渥
美
半
島
の
山
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
え
て
、

数
が
少
な
く
遠
い
場
所
に
あ
る
石
を
選
ん

だ
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？
石
灰
岩
の
白

い
色
に
引
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
そ
の
場
所
に
あ
る
石
が
大
事
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

藤
原
古
墳
に
つ
い
て
は
、
佐
久
島
お
よ

▲藤原古墳で使われた花
かこう

崗岩

新
し
く
指
定
さ
れ
た
文
化
財

「
新に

い
の
み美

古
墳
の
な
ぞ
」

び
幡
豆
あ
た
り
の
石
材
を
使
っ
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
船
で
運
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
両
古
墳
を
作
っ

た
人
た
ち
は
、
何
か
に
こ
だ
わ
っ
て
選
ん

だ
石
を
、
船
を
使
う
な
ど
苦
労
し
て
運
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
な
ぞ
を
解
く
キ
ー
ワ
ー

ド
は〝
海
〞で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
増
山
）

▲新美古墳の石室（白く見えるのが石灰岩）

【
表
紙
の
写
真
】

※

※
近
畿
地
方
の
特
長
は
、遺
体
を
納
め
る
部
屋
と
、

そ
の
部
屋
に
続
く
道
と
を
意
図
的
に
区
別
し
て
石

が
積
ま
れ
た
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
伊
良
湖
岬
に
渡
り
の
季
節

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。９
月

下
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か
け

て
、サ
シ
バ（
タ
カ
の
一
種
）な
ど
の

渡
り
鳥
が
海
を
渡
っ
て
い
き
ま
す
。

恋
路
ヶ
浜
に
は
、カ
メ
ラ
や
双
眼
鏡

な
ど
を
持
っ
た
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ

ー
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
。私
も
サ
シ
バ

が
力
強
く
羽
ば
た
い
て
い
く
姿
に
、

パ
ワ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】恋
路
ヶ
浜
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